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＜めざす生徒像＞

（知）自ら学ぶ生徒 古殿町立古殿中学校
（徳）礼儀正しく思いやりのある生徒 校長 上野 康生
（体）心身ともに健康な生徒

～ 県立高校前期選抜に向けてまっしぐら ～
県立高校前期選抜は１３日（月）までの出願先変更期間を終え、最終倍率が確定しました。既に私立高

校等の合格内定を得ている生徒たちも含めて、３年生全員が「チーム」となって励まし合い、３月３日（金）
の学力検査に立ち向かってほしいと思います。
私が学級担任をしていた頃の苦い出来事を教訓にしてほしいのでお話しします。私の学級のＡくんは県

立Ｂ高校を志願していました。県立Ｂ高校の最終倍率は１倍未満、つまり募集定員より志願者の方が少な
い状況でした。それを知ったＡくんは、「全員合格できる」と安易に考えてしまい、学習を本気でやらな
くなってしまいました。私は学級担任として一生懸命勉強するよう何度も話をしたのですが、Ａくんの学
習意欲は高まらず、その結果不合格となってしまいました。倍率が１倍未満であっても、その高校が考え
ている一定の学力に達していなかったり、調査書（通知表の評定）の点数が著しく低かったり、問題行動
等が発覚したりした場合などは高校の判断で不合格となることがあるのです。したがって、仮に志望校の
倍率が１倍未満であっても決して油断することなく毎日の学習に本気で取り組む必要があります。そして、
何より卒業までの１ヶ月間の頑張りが高校での学習、そして高校卒業後の進路にもつながるのです。既に
私立高校等の合格内定を得ている生徒の皆さんも含めて、３年生全員がこのことを肝に銘じて努力を積み
重ねてほしいと思います。

残り１回となった放課後学習会 真剣に授業に臨む生徒たち（左：３年１組、右：３年２組）

さて、ご存知の方も多いと思いますが、福島県では現在県立高校の改革が行われています。近隣の高校
ですと、今回の入試から塙工業高校（機械科、電子科）が募集停止となって白河実業高校に統合され、白
河実業高校には新たに建築科ができます。また、白河実業高校の農業科は修明高校に集約され、修明高校
には新たに地域資源科ができます。そして、来年の入試（現２年生対象）からは、県立石川高校の定員が
これまでの８０名から４０名に半減します。毎年、多くの生徒が県立石川高校に進学する本校にとっては、
かなり影響の大きいことです。不安を感じる生徒、保護者の皆さんもいると思いますが、基礎学力さえし
っかりと身に付けられれば合格の可能性はグンと高まりますので、恐れる必要などありません。そのため
にも、２年生は「あと１年もある」ではなく「あと１年しかない」と意識を変え、小さな努力を毎日毎日
こつこつと積み重ねてほしいと思います。もちろん、１年生も同じです。
勉強するということは決して楽なことではありませんが、分からないことや困ったこ

とがあれば古中の教職員はもちろん、友だちや家族などいろいろな人が皆さんを支えて
くれます。そのような支えがあって、自分の力で乗り越えることができるのです。どう
か遠慮せずに質問や相談をしてください。
まだ自分は本気になれていないと思ったら、今日からすぐに始めましょう！

～ 「書道」で素晴らしい賞を受賞 ～ 重なご意見を参考にして、これからの教育活動を進
○ 全国書画展覧会 特選 めて参ります。

岡部 日和（３年）
宗方 愛（１年） ～ ＰＴＡ本部役員会・専門委員会 ～

○ 県書きぞめ展 書きぞめ奨励賞 明後日１７日（金）に今年度最後のＰＴＡ本部役
遠藤 美和（３年） 員会（18:00～）・専門委員会（18:30～）が行われ
有賀 羽美（１年） ます。今年度はＰＴＡ専門委員会の組織や活動内容

を大幅に変更しての１年目でしたので、１年間の活
～ 学校評価アンケートへのご協力に感謝 ～ 動等を振り返り、次年度のよりよ
過日実施しました学校評価アンケートの回答にご いＰＴＡ活動につなげたいと思い

協力をいただき、誠にありがとうございました。お ます。お忙しい中とは存じますが
陰様をもちまして、回答率が８７％に達し、保護者 ご出席いただき、忌憚のないご意
の皆様の様々なご意見を伺うことができました。３ 見等をいただければと思います。
月上旬を目安に集計結果や学校としての考えを保護 よろしくお願いします。
者の皆様にお伝えする予定です。今回いただいた貴




